
校 内 支 援 体 制 の 確 立

校内支援体制の確立に向けて

小・中学校の通常の学級に在籍している発達障害のある児童生徒に適切な指導・支援を行うために

は、教職員の理解の促進を含め、学校全体が組織として一体となって取り組む体制の構築が不可欠で

す。担任や一部の教師だけが支援を行うのではなく、チームによる支援体制をつくり、校内における

情報の共有や協力体制の構築を図ることが求められます。

苫小牧市では「エリアプロジェクト」や「巡回相談」による支援体制を推進しています。

［具体的な校内支援の進め方］

１．実 態 把 握：幼児児童生徒及び保護者の「困り感」を「実態把握シート」などで把握します。

２．共 通 理 解：校内委員会において「実態」を把握し、学校全体で「共通理解」を図ります。

３．支 援 の 検 討：個々の「実態」に即して支援内容を検討します。（※適切な就学指導の必要性も検討）

４．指導計画の作成：保護者と話し合い、学校における指導内容を検討し、「個別の指導計画」を作成します。

５．指導計画の修正：定期的に校内委員会において「ケース検討」を行い、「指導内容」の修正を行います。

［校内委員会の機能を生かした校内支援体制］

校 内 委 員 会 学級担任・教科担任

［児童生徒の実態把握］ ・指導や支援の仕方
・担任に対する相談

・担任の気付きや保護者の申し出 ・個別の指導に係わる支援
・学習面や行動面での困難さ
・児童生徒に関する情報収集

［支援体制の検討］

・個別の指導計画の作成
・TTを活用した指導 検討
・個別、グループ指導 関 係 機 関
・放課後を活用した指導

苫小牧市
・教育委員会指導室（巡回相談）

［校内研修の充実］ ・エリア子ども支援プロジェクト
・おおぞら園、保育園（児童家庭課）

・発達障害のある児童生徒の理解
と対応

・具体的な指導及び支援の在り方 ・北海道特別支援教育センター
・盲･聾（ろう）･養護学校

家庭・地域 ・特別支援教育の理解と啓発 ・PTA や地域を対象とした研修会

支援

相談

連携

支援



小学校における実践例 ［○○小学校における指導の流れ］

○○小学校では、校内委員会の役割と支援の流れを明確にし、学校経営計画の中に明記することで、

全教職員の共通理解を図るようにして推進しています。

個に応じた支援体制の確立や特別支援教育推進のために、校内委員会では本人や保護者のニーズを

踏まえ、学校全体の支援体制を確立した後、個別の指導計画を作成して支援に当たります。

１．担任、保護者などの気付き（行動面、学習面、友人関係など）

校内の窓口：特別支援教育コーディネーター

校 内 委 員 会

２．校内委員会において、担任や保護者の話から子どもにとって何が必要かを考える。

○児童の実態把握 ○担任、保護者の気になっていることや心配なこと ○支援の必要性

①特別な支援が必要と判断 ②観察して様子をみる ③特に心配ない

・どんな支援が必要か ・担任が配慮の上、様子を見る

・誰が支援するか ・家庭での関わりを工夫してもらう

※定期的に校内委員会で様子を報告する

必要が出てきた時点で、校内委員会につなげる

３．個別の支援チームを結成

○校内委員会で検討された支援のねらいや内容について、より具体的に個別の支援チームで

話し合い、個別の指導計画を作成し支援に当たる。

校内だけでは、うまく対応できなかった場合

４．学校外の専門機関へ［専門的な見地からのアドバイス］

○エリア子ども支援プロジェクトの中で、情報交流や対応について助言を得る。

○巡回相談チームを活用する。

○市子ども支援プロジェクトに諮り、適切な支援の助言を得る。

適切な就学指導や措置が必要になる場合

５．就学指導委員会へ

○調査及び教育相談 ○特別支援学級（固定・通級）への措置にかかわる答申

② ③①

①

②



中学校における実践例 ［○○中学校における支援体制］

○○中学校では行動上の問題が多い生徒、学力的に適応が難しい生徒、不登校の生徒、LDや ADHD、

高機能自閉症の生徒に対し、一人一人に応じた支援をする目的で、適応指導委員会を組織しています。

適応指導委員会は、担任一人の視点だけでなく、様々な視点から問題点を論議し、解決策を考える

機能をもちます。委員会で話し合われた内容は、職員会議を通して全職員に周知徹底され、学校生活

の様々な場面で、それぞれの教員により具体的な支援が展開されます。

関係機関との連携の窓口としての機能をもたせることで、関係機関を利用した相談が容易になり、

支援を充実させる体制とすることができます。

中学校において、校内支援体制を確立するためには、様々な立場で生徒と接している教職員と情報

を集約し、問題点の分析、支援の在り方について全教職員が共通理解することが重要です。

［参考文献］ 「ここがポイント北海道の特別支援教育」 編集：北海道学校教育研究会

発行：（株）北海道通信社

○○中学校 適応指導委員会

情報

職 員 会 議 構 成 メ ン バ ー

提案

教 教 生 学 養 ※必要に応じて

頭 務 徒 年 護 ・担任

指 教 ・教科担任

全職員への周知徹底 導 諭 ・部活担当

事例研修 部 ・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ

活 動 内 容

・担任、関係機関からの実態報告

具体的な支援活動 ・問題点の分析 ・支援の具体策の協議

連絡相談

助言

関 係 機 関

・市就学指導委員会 ・教育委員会

・医 師 ・保健師 ・巡回相談


